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検索結果集合"n"と，検索結果集合6(m''の積集合を作成し，
新たな検索結果集合とする。
検索結果集合"n"と，検索結果集合"rn"の和集合を作成し，
新たな検索結果集合とする。
検索結果集合"n"から,検索結果集合"rn"を差し引いた集
合を作成し,新たな検索結果集合とする。
.｡…~~~.….…弓…･‘･…?………･~…….………‘'…………~………'…．……~.…~~~……‘.~……‘‘.…‘.‘.…･‘…~~.~~…．
これまでに作成した検索結果集合の一覧を表示する。
検索結果集合"n"内の書誌番号6Gk"に対応する画像データ
を画像データベースから抽出し，第1ページを画像端末に表
示する。
IMGコマンドのサブコマンドである。IMGコマンドによっ
て抽出した，画像データのlKp''ぺ-ジを，画像端末に表示
する。
検索結果集合"n"内の書誌番号G4k"に対応する画像データ
を画像データベースから抽出し,4Kp''ページから,6Gq''ペー
ジを，ファクシミリに転送する。
検索結果集合"n"内の書誌番号40k"に対応する画像データ
を画像データベースから抽出し，全ページをファクシミリに
転送する。
’DSn
－■写－－つ■｡｡‐ロ■1口●●争一●ロ争■D●ｲ■わ‐■｡－‐■■q■－－ー－‐
A NDn,m
???????? ???
PAGEp
FAXn,k,p,q
FAXn,k,ALL
検索を終了する。END
複数の検索結果集合に対して，論理的な演算を施し，より高度の検索機能を
提供する。
論理検索機能は，一般的な論理和，論理差，論理積等を定義している。とく
に，この機能によって複数キーワードによる論理検索を行うことができる。
⑤検索結果集合一覧機能
検索中に，多くの検索結果集合を作った場合のために，作成した検索結果集
合の一覧を表示する。
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⑥画像表示指定機能
検索結果集合内の所望の書誌を指定することにより，画像データファイル抽
出機能を起動し，所定の画像端末に画像データを表示することを指示する。
⑦画像転送指定機能
検索結果集合内の所望の書誌を指定することにより，画像データファイル抽
出機能を起動し，所定のファクシミリに画像データを転送するを指示する。
（2）画像処理フェーズ
①画像表示機能
実際に，画像表示指定された書誌に対応する，画像データを画像データベー
スから抽出して，所定の画像端末に表示する。
②画像転送機能
実際に，画像転送指定された書誌に対応する，画像データを画像データベー
スから抽出して，所定のファクシミリ装置に転送する。
4．実験結果と評価
原資料流通システムの実用性について，幾つかの実験，評価を行っている。
ここでは，その詳細は煩雑であるので，割愛する（別途報告の予定である）
が，2，3の結果だけを述べる。
画像入力方式については，複合画像システムに自動機能を付加することで，
省力化が期待できる。しかし，人間が行う程の柔軟なデータ作成と判断を伴う
データ作成には限界がある。これは，例えば絵の輪郭を決める程度の簡単な問
題においても，相当の困難な技術的検討が必要である。なお，マイクロフィル
ム資料からの入力方式は，ほぼ確立したといえる。
蓄積方式には，殆ど問題が無いが，電子図書館を形成するほどの大量データ
の形成時には，専用の高速大容量光ディスク装置が必要である。現在，約16
万コマの文献資料が同時にアクセス可能である。現在のところ，光ディスクに
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対するアクセスにエラーは皆無であった。
伝送方式は，やや遅れが目立つ。通信方式，画像圧縮法等に改良が必要であ
る。不特定多数のファクシミリに対する送信機能はまだ検討していない。
検索方式についても，殆ど問題はない。より高度の要求に対しては，対応す
るシステム開発が必要である。今回採用した目録データベースと画像データベ
ースとのリンク方式は，方式が柔軟であるので，多様な要求に対応することが
極めて容易である。あらためてこの方式の優れていることが確認された。
提示方式については，殆ど今後の検討課題と思われる。実験上2．3のシス
テムを作成したに過ぎない。
5．今後の検討課題
--以上,原資料流通システムに的を絞って報告した。システム評価については
割愛したが，これまでの実験結果からゑる限り，このシステムの実用性は実証
されたと確信する。現在，鋭意データ蓄積も行われており，またシステム改良
も進められている。以下，積糸残した検討課題をまとめておく。
2．2において，本研究の仕様並びに前提条件の整備を行った。これらに加え
て，個々のシステムは基よりトータルシステムの運用・管理のしやすさ,使い
勝手の良さを追求することは論を待たない。また，3．において，プロトタイ
プシステムの概要を示した。この研究成果は，トータルシステムとしての原文
献資料データベースシステムから見れば，ほんの.1部の成果でしかない。検討
事項は山積している。
本研究では検索機能は，目録情報から得られるキーワードによる限定検索，
すなわち，書誌事項以外にはキイを持たない方式としている。しかも，書名及
び著者名から本を探すことに限定しているoこれは，本研究がシステム技術の
研究であることによるが，画像データを探し,同定するキイは多様なものが考
えられる｡例えば,一本の系列や位置づけ，分類やジャンル等であるoこの様な
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キイを考慮すれば，かなり使い勝手の良いシステムを構成することが出来る。
今後の展開が望まれる。
一方，画像自身の特徴を指示または特性データベースとしてのインデックス
データベースに持ち，多様な絵の特徴から検索を実施することも考慮すべきで
ある。さらに，研究者のコメント等が，その場で自由に定義でき，それらの知
見に基づく利用も望まれる。
なお，システムとしては，当該目録データベース（この意味で，画像データ
ベース指示データベースということが出来る）に，情報項目を追加すれば良い
構造を採っているので，柔軟な対応が可能である。すなわち，インデックスデ
ータベースの構成は可能である。
プロトタイプシステムの範囲内では除外した，今後の大きな研究テーマとし
ては，以下のようなものがある。
①国文学原文献資料の高次情報処理，要求仕様をさらに深め，これに対応す
る情報処理技術を開発すること(4)～(6)。
②各次データベース間の横断的利用とそのオンラインリモートアクセス方式
の研究。
③システム内OCRの可能性，すなわち画像として読み取った情報からヅ文
字や挿絵を切り出し，これを認識すること。
④原文献資料とフルテキストを同一画面にて処理できるかどうか。すなわ
ち，翻刻，定本の作成，異本の同定，挿絵や花押索引，及びこれらの比較等に
関すること。
⑤色情報の処理に関すること。
⑥電子図書館システムの検討。
また，本来の画像データベースとして，国文学研究上何をデータベース化す
べきかの問題が大きい。あるいは，今回は所蔵マイクロフィルム資料に限定し
たが，直接全国単位での原本のリモート入力技術の検討等の課題がある。
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最後に，本報告はすべて技術的検討のみを述べている。また，運用システム
については未検討な部分が多い。さらに，今後ニューメディアといわれる技術
革新の社会的環境の中で，文献資料情報等の収集・蓄積・利用方法の制度的な
検討が必要であると思われる。
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